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	スライド 1: 　運輸防災マネジメント指針の 意義と要点    　　　　　　　　　　　　　　　２０２３年（令和５年）１月  　　　　　　　　　　　　公益社団法人 秋田県トラック協会 
	スライド 2: 　　　　　　　　　背　　　　　　　景  　　　　　〇　自然災害の頻発化・激甚化 　　　　　　　　→輸送の安全の脅威に  　　　　　〇　運輸事業は国民生活・経済を支える重要インフラ 　　　　　　　　→災害時も事業継続が必要 　　　　 　　　　　〇　運輸事業者の防災意識を一層向上させることが 　　　　　　　　必要
	スライド 3: 　　　　　 　　　　　　　「運輸安全マネジメント」の 　　　　　　　　自然災害対応への活用 　　〇　運輸安全マネジメントは、平成18年の制度 　　　　開始以来、輸送の安全向上に実績 　　〇　運輸安全マネジメントの基本方針及び     　　ガイドラインに「自然災害対応」を明記(H29) 　　〇　自然災害に固有の課題を踏まえた具体的 　　　　対応が必要  
	スライド 4: 　　　「運輸防災マネジメント指針」の策定  〇　自然災害に運輸安全マネジメントを 　　活用するためのガイダンスの不在 　　　　　　　　　　　　⇓ 　　　　　　　　　「指針」を策定 　　→［運輸事業者］ 　　　　・全社的な自然災害対応へ 　　　　　の取組(防災＋事業継続) 　　→［秋田県トラック協会］ 　　　　・事業者の「防災マネジメント」の取組を 　　　　　評価し、PDCAを支援 
	スライド 5:  
	スライド 6: 防災マネジメントに関する基本的な考え  1.運輸安全マネジメントの一環として、社長を筆頭に、災害に立ち向かうための防災体制を整える。また、全従業員が自然災害への対応力を身に付けることができるよう教育訓練等を行い、万が一に備える。  2.日頃から、全従業員に対して「自然災害」に対する意識付けを行い、災害時、被害拡大を未然に防ぐよう努め、安全の確保と事業の維持を実現させる。  3.PDCAサイクルによるスパイラルアップを定期的に行い、平時の備えを基本として、自然災害直後における迅速な初動対応と
	スライド 7: 運輸防災マネジメントの 行 動 指 針 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　秋田トラックは、 「防災体制の構築」、「防災に関する教育訓練の実施」 　　　　　　　　　　　　　　　　　「事業継続マネジメントへの取組み」を軸として、運輸 　　　　　　　　　　　　　防災マネジメントを行っていきます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 運輸安全マネジメント同様に、経営トップが輸送の 　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　安全確保が最も重要であるということ、その中に「 防    
	スライド 8: 予測可能な災害への対策  🔷予測可能な災害への対策（豪雨・台風・大雪・火山の噴火など）  　　①自社ならではの警戒レベルの構築  　　②ドライバーへの運行指示ルールの確立  　　➂独自の災害時対応チェックシートの作成  　　④掲示用のハザードマップの作成  　　⑤緊急時の対応についてのマニュアルの作成  　　⑥全車両へマニュアルの設置    
	スライド 9: 予測不可能な災害について  🔷予測可能な災害への対策（地震・津波・竜巻・火災・ミサイル）  　①ドライバーへの運行指示ルールの確立 　　Ⅰ.運行前のドライバーへの指示 　　Ⅱ.運行中のドライバーへの指示  　②緊急時の対応についてのマニュアルの作成  　➂全車両へマニュアルの設置 
	スライド 10: 当社における警戒レベルの目安 気象庁発表「段階的な発表される防災気象情報と対応する行動」出典  行動目安として、自社オリジナルの警戒レベルを設定する。  　　　　  警戒レベル⑤　　　　　　 警戒レベル⑤‥‥地域行政の指示に準じた避難行動をとる                     　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　　　　 　警戒レベル④　　　　　　 警戒レベル④‥‥警戒・警報の発令に準じた人体・生命を 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  最優先とした避
	スライド 11: 　　安全輸送に関する重点施策 行動指針を確実なものにするために以下の重点施策を掲げる。  ①防災体制の構築 　防災マネジメントの組織図を作成し、従業員へ周知する。防災マネジメンとに係る計画書を作成する。  ②備え（準備） 　計画書を基に、職種別に災害に備えるために必要なものや事柄を整える。  ③教育訓練 　安全統括管理者が、従業員に対して教育訓練を行う。教育訓練時に「防災」の重要性を従業員に理解させ、意識付けを行う。  ④連携 　同業者や県・市の地方自治体、秋田運輸支局などとの連携ができ
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 　　　　　　　　経営トップの責務 　１.トップダウン 　　①　経営トップの責務は、事故対応と同様に重要。特に自然災害による 　　　被災の直前から直後の対応は、危機管理そのものであり、トップダウンで 　　　対応する体制が必要。 　　②　災害発生時には、経営トップはいち早く災害対策本部に参集して、自ら 　　　対策を指示。  　２.経営判断 　　①　事前の備えや事業継続のため経営資源（予算と要員等）の配分、優先的 　　　に再開する事業の事前の事前策定等も求められることから、経営上重要な 　　　
	スライド 15: 　　　　安全方針と防災の基本方針  １.安全方針 　  平成２９年ガイドラインは、運輸事業者に輸送の安全確保に関する基本理念   として、「安全方針」を策定することを推奨。  ２.安全方針への自然災害対応の追加 　 例えば、安全方針に自然災害対応を組み込むことにより全社的取組が実現。   防災に関する基本方針を別途定めている場合は、その防災の基本方針が安全方針 　の重要な一部であることを企業内に周知することが重要。  ３.安全・防災の風土・文化の構築 　 防災は、輸送の安全確保に不可欠な

